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ネ
ー
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便
り
第
26
回
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イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
（
国
民
発
議
）
を
通
じ
て
有

権
者
が
政
策
決
定
に
直
接
関
与
で
き
る
仕

組
み
と
な
っ
て
お
り
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
暴

走
を
抑
え
る
「
安
全
弁
」
と
し
て
機
能
し

て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
右
派
で
反
移
民
を

掲
げ
る
国
民
党
（
S
V
P
／
U
D
C
）が
長

年
に
わ
た
り
最
大
政
党
の
地
位
を
維
持
し

て
い
ま
す
が
、
同
政
党
が
幾
度
と
な
く
提

案
し
て
き
た
年
金
改
革
案
や
法
人
税
引
き

下
げ
案
な
ど
重
要
法
案
は
国
民
投
票
の
度

に
否
決
さ
れ
、
逆
に
左
派
の
社
会
民
主
党

（
S
P
／
P
S
）
と
ス
イ
ス
労
働
組
合
連
合

（
S
G
B
／
U
S
S
）
が
提
案
し
た
年
金
法

案
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
イ
ス
の
直
接
民
主
主
義
は
、
一
般
的
な

間
接
民
主
主
義
の
よ
う
に
議
会
で
多
数
を

占
め
る
与
党
勢
力
に
政
治
を
任
せ
き
り
に

す
る
の
で
は
な
く
、
有
権
者
一
人
ひ
と
り

が
政
治
決
定
に
直
接
関
与
す
る
こ
と
で
、

政
治
思
想
に
左
右
さ
れ
な
い
防
波
堤
の
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

若
者
の
価
値
観
の
変
化

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
右
派
ポ
ピ
ュ
リ

ズ
ム
の
台
頭
の
背
景
に
は
、
若
者
の
価
値

観
や
政
治
意
識
の
変
化
が
大
き
く
影
響
し

て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
で
は
、
右
翼
政
党
「
ド

イ
ツ
の
た
め
の
選
択
肢
（
A
f
D
）」
が
若

者
層
を
中
心
に
支
持
を
広
げ
て
お
り
、
そ

の
一
因
と
し
て
、
移
民
・
難
民
問
題
や
経

済
格
差
の
拡
大
に
よ
る
将
来
へ
の
不
安
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ

ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ス
ペ
イ
ン
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
6
カ
国
の
若
者
（
16
~
26

歳
）
を
対
象
と
し
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

調
査
『
若
者
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（Junges 

E
uropa

）』
に
よ
る
と
、
2
0
2
3
年
ま
で

は
左
派
政
党
が
掲
げ
る「
環
境
・
気
候
保
護
」

や
「
社
会
的
公
正
」
が
最
も
関
心
の
高
い

政
治
テ
ー
マ
で
し
た
。
し
か
し
2
0
2
4

年
に
は
、「
移
民
・
難
民
問
題
」
が
36
％
で

ト
ッ
プ
と
な
り
、
次
い
で
「
経
済
・
金
融
政

ス
イ
ス
に
お
け
る
民
主
主
義

〜
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
波
に
ど
う
向
き
合
う
の
か
〜

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
が
勢
力
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン

ス
の
極
右
政
党
「
国
民
連
合
」
が
欧
州
議

会
選
挙
で
第
一
党
と
な
り
、
ド
イ
ツ
で
も

「
ド
イ
ツ
の
た
め
の
選
択
肢
（
A
f
D
）」

が
若
者
層
を
中
心
に
支
持
を
広
げ
て
い
ま

す
。
イ
タ
リ
ア
で
は
ネ
オ
フ
ァ
シ
ズ
ム
政

党
出
身
の
ジ
ョ
ル
ジ
ャ
・
メ
ロ
ー
ニ
首
相

率
い
る
右
派
連
立
政
権
が
政
権
を
掌
握
し

て
か
ら
す
で
に
３
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
国
々
に
囲
ま
れ
た
ス
イ
ス
は
右

傾
化
の
波
に
飲
ま
れ
て
し
ま
う
の
か
、
そ

れ
と
も
ス
イ
ス
独
自
の
民
主
主
義
モ
デ
ル

が
防
波
堤
の
役
割
を
果
た
す
の
か
。
本
稿

で
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
制
御
す
る
ス
イ

ス
の
民
主
主
義
の
機
能
と
今
後
の
課
題
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

直
接
民
主
制
と
い
う
防
波
堤

　

ス
イ
ス
の
政
治
制
度
は
、
国
民
投
票
や

策
」（
26
％
）
が
続
く
な
ど
、
若
者
の
関
心

が
急
速
に
右
派
政
党
の
掲
げ
る
テ
ー
マ
へ

と
移
行
し
て
い
ま
す
。
特
に
ド
イ
ツ
で
は
、

「
移
民
・
難
民
問
題
」
が
46
％
と
、
若
者
の

ほ
ぼ
半
数
が
最
も
重
要
な
関
心
事
項
と
し

て
挙
げ
て
い
ま
す
。
左
派
政
党
へ
の
支
持

も
わ
ず
か
に
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
気

【写真１】ジュネーブでのメーデーの様子
写真出所：UNIA ウェブサイト https://www.evenement.ch/articles/
un-1er-mai-de-tous-les-combats
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候
変
動
、
L
G
B
T
Q+

の
権
利
、
社
会
的

公
正
と
い
っ
た
価
値
観
へ
の
関
心
は
低
下

し
て
お
り
、こ
う
し
た
変
化
が
右
派
ポ
ピ
ュ

リ
ズ
ム
の
拡
大
を
後
押
し
す
る
一
因
と

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

ス
イ
ス
の
場
合
、
若
者
の
「
移
民
・
難
民

問
題
」
へ
の
関
心
は
徐
々
に
大
き
く
な
っ
て

は
い
る
も
の
の
、
都
市
部
で
は
特
に
リ
ベ
ラ

ル
な
価
値
観
が
浸
透
し
て
い
ま
す
。
2

 
0
 

2
3
年
の
選
挙
で
は
社
会
民
主
党
（
S
P

／
P
S
）
や
緑
の
党
が
都
市
部
で
若
者
の

支
持
を
伸
ば
し
た
ほ
か
、
理
性
的
な
議
論

と
多
様
性
の
尊
重
を
訴
え
る
市
民
運
動
や

労
働
運
動
に
参
加
す
る
若
者
も
増
加
し
て

い
ま
す
（
写
真
１
、２
）。
独
自
の
直
接
民
主

制
を
背
景
に
、「
自
分
の
意
見
が
政
治
に
反

映
さ
れ
て
い
る
」
と
感
じ
て
い
る
若
者
の

政
治
制
度
へ
の
信
頼
は
高
い
も
の
と
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
は
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
よ
う

な
極
端
な
主
張
が
制
度
的
に
中
和
さ
れ
る

ス
イ
ス
の
政
治
制
度
の
強
み
を
示
し
て
い

ま
す
。

民
主
主
義
が
試
さ
れ
る
時
代
へ

　

ス
イ
ス
は
、
直
接
民
主
制
と
市
民
社
会

の
活
力
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
ポ
ピ
ュ
リ

ズ
ム
の
波
を
抑
制
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
近
年
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
（
S
 

N
S
）を
通
じ
た
情
報
操
作
や
陰
謀
論
の
拡

散
が
、
ス
イ
ス
の
民
主
主
義
制
度
を
揺
る

が
す
新
た
な
脅
威
と
し
て
認
識
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
ス
イ
ス
政
府
が
2
0
2
4
年

6
月
に
発
表
し
た
偽
情
報
に
関
す
る
報
告

書
で
は
、
偽
情
報
や
世
論
誘
導
が
ス
イ
ス

を
直
接
的
な
標
的
と
す
る
事
例
が
増
加
し

て
お
り
、
外
交
政
策
の
分
野
に
お
い
て
影

響
力
を
行
使
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
国
際

機
関
の
本
部
を
擁
す
る
ス
イ
ス
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
可
能
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
同
報
告

書
で
は
、
ス
イ
ス
の

直
接
民
主
制
に
も
悪

影
響
が
及
ぶ
懸
念
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
ス
イ
ス
の
よ

う
に
国
民
が
常
に
政

治
決
定
に
関
与
す
る

直
接
民
主
制
の
下
で

は
、
S
N
S
を
通
じ

た
情
報
操
作
が
自
由
な
議
論
や
民
主
的
プ

ロ
セ
ス
に
干
渉
し
や
す
く
、
政
治
的
な
軋

轢
が
生
じ
や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
懸
念
を
受
け
て
、
ス
イ
ス
連
邦
議
会

で
は
、
民
主
主
義
に
対
す
る
外
国
か
ら
の

脅
威
に
関
す
る
情
報
を
収
集
・
分
析
し
、

G
7
各
国
と
共
有
し
て
対
応
す
る
た
め
の

「
G
7
即
応
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
G
7 

R
R
M
）」

へ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
の
可
能
性
を
探

る
提
案
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
偽
情
報
や
世

論
誘
導
へ
の
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
「
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
便
り 

第
６
回
」
で
も
紹

介
し
ま
し
た
が
、
ス
イ
ス
に
生
ま
れ
、
フ
ラ

ン
ス
で
活
躍
し
た
政
治
哲
学
者
ジ
ャ
ン
＝

ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
は
、
著
書
『
社
会
契
約

論
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
、
直
接
民
主

制
の
本
質
を
論
じ
て
い
ま
す
。「
主
権
は
本

質
的
に
一
般
意
志
の
中
に
存
す
る
。
そ
し

て
、一
般
意
志
は
決
し
て
代
表
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
。
一
般
意
志
は
、
そ
れ
自
体
で
あ

る
か
、
あ
る
い
は
別
の
も
の
で
あ
る
か
の
い

ず
れ
か
で
あ
り
、
そ
の
中
間
は
存
在
し
な

い
。
人
民
の
代
議
士
は
、
し
た
が
っ
て
一
般

意
志
の
代
表
者
で
は
な
く
、
代
表
者
た
り

え
な
い
。
彼
ら
は
人
民
の
使
用
人
に
す
ぎ

ず
、
何
ひ
と
つ
と
し
て
決
定
的
な
取
り
決

め
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。」
ル
ソ
ー
の

こ
の
主
張
に
最
も
近
い
と
さ
れ
る
ス
イ
ス

の
政
治
制
度
・
民
主
主
義
は
、1
5
0
年
以

上
の
歴
史
を
経
て
、
世
界
で
最
も
民
主
主
義

が
進
ん
だ
国
の
一
つ
と
評
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
、
私
た
ち
は
民
主
主
義
が
試
さ
れ

る
時
代
に
突
入
し
て
い
ま
す
。
若
者
を
含

む
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
情
報
を
吟
味
し
、

議
論
に
参
加
し
、
投
票
と
い
う
行
動
を
通

じ
て
意
思
を
示
す
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
波
が
周
辺
国
に
押

し
寄
せ
る
中
、
ス
イ
ス
は
今
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
け
る
政
治
的
実
験
場
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ス
イ
ス
の
民
主
主
義
の
未
来
は
、
直
接

民
主
制
と
い
う
政
治
制
度
そ
の
も
の
だ
け

で
な
く
、
そ
れ
を
支
え
る
市
民
の
成
熟
度

に
か
か
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【写真 2 】メーデーでは多くの若者が参加した
写真出所： 筆者撮影
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ま
つ
ざ
き
・
か
ん
　

１
９
９
８
年
金
属
労
協
に
入
局
。
国
際
局
、
政
策

局
で
主
任
と
し
て
産
業
政
策
、
環
境
政
策
の
立
案

を
は
じ
め
海
外
労
使
紛
争
防
止
ツ
ー
ル
の
作
成

な
ど
に
活
躍
。
２
０
１
０
年
９
月
１
日
か
ら
Ｉ

Ｍ
Ｆ
本
部
（
現
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
）
に
赴
任
。

造
船
・
船
舶
解
撤
／
I
C
T

・

電
機
・
電
子
部

門
担
当
部
長
を
経
て
、
２
０
２
１
年
９
月
か
ら

書
記
次
長
。


